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【 円全面安の様相、ユーロ/円は 10年ぶりの「大相場」へ 】 
 
実勢相場における円全面安の状況が価格変動率の観点からも鮮明になってきた。実際、ドル/円だけで
なくユーロ/円やポンド/円もここ最近年初来高値を連日更新しており、それに合わせて年間変動幅・同率
も急上昇中だ。 
なかでも目に見えて堅調なのがユーロ/円であり、これまでポンド/円などに遅れをとってきた格好だった
が足もとになり急速な巻き返しを図っている。なお、このままの流れがまだしばらく続くとすれば、遠からず
今年のユーロ/円相場は「2013年以来 10年ぶりの大相場」－－を記録する可能性がある。 
 
◎先行するポンド/円、すでに「16年以来の大相場」 
 
ご存じのように、昨年 9月の円買い介入観測レベルである 145円台を一時上抜けたドル/円を年間変動で
見た場合、今年だけで 19.34円、14.76％も動いていることがわかった。（注；8月 21日現在、下表参照） 
 
一年間で 10円程度の変動しかなく、一部では「オワコン」扱いされていた 2018-20年などは完全に隔世の
感があることは否めないだろう。歴史的な大変動を記
録した昨年をキッカケに、ドル/円相場の価格変動は
再び息を吹き返し新たな世界に入ったのかもしれな
い。いずれにしても、残り 4 ヵ月以上の時間を残すな
か、今年もさらなる変動を期待したいところだ。 
 
一方、今年は実勢相場が円絡みで主導しているため
か、ドル/円以外のユーロ/円やポンド/円といったクロ
ス円の年間変動幅や同率も右肩上がり。 
以前、6月 21日付の当レターでレポートしたようにポン
ド/円は「2016 年以来の大相場」をすでにたどっている
のだが、その後も勢いは止まらない。実勢相場が 186
円台まで上昇したことで、今年の変動幅は 31円台、そ
して変動率も 20％近くまで達してきた。 
 
それに対してユーロ/円は、これまでやや出遅れてい
た感があったものの、最近になり急速に巻き返してお
り、年間変動幅・同率も急上昇中だ。 
ちなみに右表のとおり、今年 8 月 21 日時点で 22.00
円、15.70％の変動を記録しており、このあとの残り期
間を考えれば 2013 年の 32.03 円、28.03％以来 10 年
ぶりの「大相場」を達成する可能性も否定できない。 
 
材料的にも、日米を中心とした金融政策を除けば、こ
こ最近は中国情勢への関心が高いものの、ロシアによ
るウクライナ侵攻もベラルーシなど、その周辺を含めて
欧州情勢は混とんとしている。年内にまだまだ一波乱
も二波乱も起こりうるだけの下地は整っているとみら
れ、予断を許さない状況をたどりそうだ。（了） 
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